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コラボレーション・シナジー              令和４年３月 

～いっしょに成長 地域と学校～     

校長 榎本純子先生 

給食配膳支援 

初めての学校給食。地域の方々にお手伝い
いただきました。１年生はルールを守り、 
配膳、片付けを行うことができました。 

給食室の裏側には毎年、珍しい 
八重のどくだみの花が咲きます。 

『こらぼ』は三谷小学校学校支援・地域共生本部“さんこら”が発行している地域の方、地域団体、保護者に向けた広報紙です。 

支援本部では、地域団体、PTA、学校運営協議会のご協力により、支援本部発足と共に、地域と学校を結ぶ

カレンダー「さんやごよみ」を発行しています。昨年度から続くコロナ禍、「さんやごよみ」裏面の活動予定通

りにはできませんでしたが、多くの地域、保護者の方にご理解、ご協力をいただき、いくつもの授業支援を 

無事に行うことができました。ご協力ありがとうございました。 

今年度もコロナ対策をしながらの１年間となり、マスクをつけたままの学校生活が当たり前になりました。

様々な行事が延期や中止になる中で、支援本部の皆様が「この状況でできることは何か」を一緒に考えてくだ

さり、子供たちにとって有意義な活動を支援していただいたことに心より感謝いたします。1 人１台タブレッ

トが配布され、オンラインでできることが増えてきましたが、だからこそ直接人と関わることの大切さを感じ

ています。かけ算九九検定で、担任以外の方に九九を聞いてもらうときの子供たちの真剣な顔、野草園の整備

をサークルの方々と一緒に行うことで子供たちの興味がどんどん深まっていく姿・・・ 

たくさんの方々と関わることが子供たちの成長にとって大切であることを実感しました。 

来年度は保護者や地域の皆様と関わる機会を少しでも多くして、「いっしょに成長、 

地域と学校」を実現していきたいと思います。ぜひとも学校に足を運んでいただき、 

子供たちの笑顔を見ていただきたいです。１年間ご協力ありがとうございました。 


